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　　虐待 ・体罰 は繰 り返 され るの か

一
教職課程履修者に対するア ン ケ

ー
ト調査分析一

頓所　千佳

1．序論

　虐待が起こ る背景要因の ひ とつ に 「親に被虐待歴が ある」
ω
が あげられる。多くの 場合、被虐

待経験者に とっ て 、保護者か ら受 けた虐待の 理不尽 さを認識するこ とは困難で ある。保護者か

らの行為 を虐待 と認識するこ とは、保護者に非が あっ た と認 めるこ とになっ て しま うの で 、そ

の 行為には意味があ っ た と思い 込むよ うになるの である。

　本研究の 目的は、以下の 四つ の 問い を探求するこ とにある。

　第一
に、家庭で行なわれる虐待 は連鎖す るの か。

　第二 に、学校で 行なわれる体罰は連鎖す るの か。

　第三に 、家庭で 行なわれ た虐待 は 、学校で の 体罰 と して 連鎖する の か。

　第四に、社会的虐待や経済的虐待は、子 どもに も存在するの か 。

　被虐待経験の ある親が 自身の 子 に も虐待を行な うよ うになる こ とを、虐待 の 世代間連鎖と と

らえる 。 虐待の 連鎖に関する先行研究としては 、 ア リス ・ミラ
ー

（2004）『闇か らの 目覚め』、 信

田 さよ子 （2008）『加害者は変われ るか ？
− DV と虐待をみ つ めなが ら』、小木曽宏 （2003）『Q ＆ A

子 ども虐待問題を知るた め の 基礎知識』があ り、 それ らを参考に した 、

　虐待 の連鎖に関して、虐待 を受けた子 どもが、親にな っ た際 自分の 子 どもに虐待を行 な う

よ うに な るの か 。 また 、 体罰 を受け た生徒が 、 教師 とな っ た際 、 生徒に体罰を行 な うよ うにな

るのか 。 とい う2 つ の虐待の 世代間連鎖の 視点か ら質問紙 を作成し調査 し、 そ の 結果をもとに

虐待 ・体罰に つ い て考察 した 。 質問項 目を構想す る過程で 、虐待 と体罰の 関係性 、そ し て定義

上 、 児童虐待 には含まれて い ない社会的虐待 と経済的虐待 が子 どもに も存在す る の か 、 とい う

2 つ の 問い も項 目として 、とりい れる こ とに した。

　中谷瑾子
・岩井宜子

・中谷真樹 （2003）『児童虐待 と現代の 家族』を、身体的虐待お よびネグ レ

ク ト、性 的虐待に関 して参考 に した． 身体的虐待を子 どもの 身体に触れ る、触れ ない とい う観

点か ら 、 接触型 、 非接触型 とさらに 区分 し て い る 。 心理 的虐待 に っ い て は ドロ タ ・イ ワ ニ エ ク

（2003）『隋緒的虐待／ネグレ ク トを受けた子 ども』を、社会的虐待、経済的虐待 につ い ては鈴木

隆文 ・麻鳥澄江 （2008）『ドメス テ ィ ッ ク ・バ イ オ レ ン ス 』、 石井朝子 編著（2009）『よ くわ か る

DV被害者 へ の 理解 と支援』を参考に した。
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2．本研 究 の 意義

　本研究で は、文献に よ っ て虐待の 定義 を把握 し、それに もとつ い た質問紙調査 を行い 、分析

した 。 本研究の 意義として 、次の 4 点が あげられ る。

　第
一

に、被虐待経験の有無 ととともに 、 自分が親 、 教師とい う立場 にな っ た際、その 行為 （虐

待）を子 どもや生徒に行 な うか どうかに つ い て、調査 し、虐待 ・体罰 の 世代間連鎖につ い て 考察

した 。

　第二 に、調査対象が教職課程履修者で ある とい うこ とがあげ られ る。先に述べ た よ うに、対

象者は、他の 学生 よ りも虐待 ・体罰に対する意識が高い と考え られる。世代間連鎖 とともに 、

また将来、教職に っ く者が、これ らに つ い て どの よ うな意識を持っ て い るの か、あき らかに し

た。

　第三 に、家庭で の 被虐待経験が、経験者が教師となっ た際、体罰 とい う形で あらわれ る こ と

が ある の か ど うか、調査結果をもとに推察 した。

　第四に 、 児童虐待の種類 と し て
一

般的に定義 され て い る 「身体的虐待」 唯 的虐待」 「心理的虐

待」 「ネ グ レ ク ト」 に加 え、児童に とっ て 「社会的虐待」 「経済的虐待」 にあた る と考えられる行

為も対象とした 。

3．調査概要

1 ）調査方法

　2010年 6∫1、大東文化大学に通 う教職課程履修者 125人に質問紙によ る調査を行な っ た 。 なお 、

最終回答数は 71人 （男性 25 人 ：女性 46 人）で ある、教職課程履修者で あるため 、将来、教師と

な り生徒に 関わる者 として、他の 大学生 に比 べ 虐待 ・体罰 に関す る知識 を持 っ て い る と思われ

る。

　調査票は 「生育環境に関す るア ン ケ
ー

ト」 と題 し、下記の よ うな質問項 目か ら構成 され て い た 。

なお 、質問票を 「生育環境に関す るア ン ケ
ー

ト」 と題 した の は 、 「虐待」 「体罰」 とい う語 を用

い る こ とに よ っ て 、回答結果 に 回答者個人 の バ イ ア ス がかか る こ とを避けるため で ある。そ の

旨は、実施後に事後用紙 に記載 し、回答者 へ 配布 し周知 し た。

　　 （1）全 回答者 に共通す る項 目

　　1）基本的項 目 ：性別，所属，教職課程履修 の 有無

　　2）被暴力経験の有無 （55 項 目）：身体的暴力，ネグ レ ク ト，性的暴力 ， 心理的暴力，社会的

　　暴力，経済的暴力

　　3）親 となっ た際、子に暴力行為を行な うか否か （55項 目）：質問項 目は 2）と同一の もの

　　（2）被暴力経験者 に限定して尋ねた項 目

　　 a ．暴力の 行為者 （55 項 目）： 父 ， 母，兄弟姉妹，親類 ， 教師 ， 恋入 ， 友入 ， 他 （複数回答
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　　 可）

　　 b ．被暴力経験時の所感（55項 目）： 自分の ためだ と思 っ た，自分が悪か っ たの で，仕方な

　　 い と思 っ た　ほか （選択式 ・複数回答可）

　　 （3）教職課程履修者に限定 して尋ね た項目

　　　教師となっ た際、生徒に暴力行為を行な うか否か （55項 目）

　 質問紙は、複数の 講義で 配布 し、同
一

の講義で設置 した回収箱 に提出す る方法で回収 した 。

2）集計方法

　表 1 の よ うな集計表を用 い 、各質問項 目に つ い て 、回答者の 被暴力経験，親 ・教師 とな っ た際

の 意識の 回答 をひ とつ の ま とま りとし、暴力の 行為者 （縦軸）と被暴力経験時の所感 （横軸）の 交

差する箇所に数値を入力す る形式で 、集計 し た。その 際、実施 したア ン ケー トの 質問項 目は 、

暴力の 行為者に よ っ て DV （domestic　violence ： ドメス ティ ッ ク ・バ イオ レ ン ス）やい じめに該当

するもの で ある。本研究の 目的で ある 「虐待 ・体罰」との 相関をみるため、暴力 の 行為者が 「父」

「母」 「親類戸 教師」 であっ た場合の みを分析対象 とした。また、ひ とっ の暴力行為に対 して複

数の 行為者が回答 されて い た場合に関 して も、行為数は 1 とした。

表 1 集計表

父 母 礁 類 教師 恋 人 友人 他

1

bC

1 1

d

他

a

3 ）結果 ・考察

　質問項 目 「3．頭を叩かれた こ とがあ りますか」、 「4．顔を平手打ちされた こ とがあ りますか」

二項 目の 身体的暴力 （接触型 ）の数値比 較か ら考察す る。各項 目における男女それぞれの 回答数

内訳は次の よ うで あ っ た 。

「3 頭 を叩かれたこ とが あ りますか」

男性 ：回答者総数　25

　 YYY　2　　　YNY　l　　　 YYN　7　　　　YNN　5 NNN　5　　　NYN　O　　　NNY　O　　　　NYY　O
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　女性 ：回答者総数　46

YYY　 O　 YNY　 O　 YYN　 11   13 　   7　 NYN　 1　 NNY　 O

「4 顔を平手打ちされた ことがあ りますか」

　男性 ：

　 YYY　l　　　YNY　O　　　YYN　2　　　　YNN　2　　　　NNN　l　l　　　NYN　l　　　NNY　O

女性 ：

　 YYY　O　　　YNY　O　　　YYN　2　　　　YNN　l　l　　　NNN　21　　　NYN　O　　　NNY　O

NYY　 O

NYY　 O

NYY　 O

注 「YYY 」 等は 「被暴力経験の 有無 ・親となっ た際、子 に暴力行 為を行 な うか否 か ・
親 とな っ た際、子 に暴力行為を行

な うか否か 」 各 項 目に 対す る回 答結果を列 記 した もの で あ る。なお、　 「Y」 は 「Yesl　N は 「No」 を表す。

　これ らを さらに、　「a．被虐待経験が あり、将来、児童 （子 ・生徒）に虐待を行な う」 「b．被虐

待経験があ り、将来、児童に虐待を行なわない 」 「c ．被虐待経験がな く、 将来、児童に虐待を行

なわない 」 「d，被虐待経験がな く、将来、児童に 虐待を行な う」 とい う、世代間連鎖に注 目した

形で再度、集計 した 。 そ の 結果は、次の とお り で あっ た
。

「3．頭を叩かれた こ とが あ りますか 」

男性　a10 　b5 　c5 　 dO 　　　　 女性　allb13 　c7 　 d1

「4．顔を平手打ちされたこ とがあ りますか」

男性 　a3 　 b2 　clldl 　　　　 女性　a2 　 bllc21dO

　こ の うち、世代間連鎖に関わ る もの として、a とd の 数値を比較す る。質問項 目 「3．頭を叩 か

れ た こ とが あ りますか 」 で は、男性が a10 ： dO 、女性が a11 ：d1 、
「4．平手打ちされた こ と

がありますか 」 では、男性が a3 ：d1 、女性 a2 ： dO と、 どちらの 項 目も被虐待経験者の 方が

被虐待経験の な い 者よ りも 「将来、児童に虐待を行なう」 と回答して い た 。

　また、各質問項 目の行為者に 「父」 「母」 「親類」 「教師」 の すべ てが あげられ て お り、それぞ

れ の 行為者の虐待の結果、被虐待経験者が 「将来 、 児童に虐待 を行な う」 と回答 し て い る こ とが

あき らか となっ た 。

　こ の こ とか ら、虐待には世代間連鎖の 傾向がある と考える こ とが で きる。 留意点として 、ア

ン ケ
ー

ト調査の 対象者が教職課程履修者で あり、虐待 ・体罰に関す る法的な知識 を他の 学生 よ

り持 っ て い る とい うこ とがあげ られる。全 体的な回答 の 傾向 として も、 「YYYI よ り 「YYN」 の 回

答数が多か っ た 。

　ア ン ケ
ー

ト調査の 回答の うち、質問項 目 「4．顔 を平手 打ちされ た こ とがあ りますか 」 にお い

て 、 回答者に虐待を行な っ たの は 「母」 の み であるが 、　「YYY（被虐待経験が あ り、子 に虐待 を行
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ない 、生徒に体罰を行な う）」 と回答 され て い るもの があ っ た。こ こ か ら、学校で の 生徒 へ の 体

罰 に、家庭 での 被虐待経験が関係 して い る可能性があ ると考え るこ とが で きる。

　調査項 目の うち、「52．不 当に交遊 関係を制限 され た こ とがあ りますか 」を社会的虐待、「53，

給食費な ど、 お 金が必 要な時に もらえなか っ た こ とが あ りますか 」 「54．盗難があ っ た時、　 「お

前がや っ たの だろ う」 と疑われ た こ とがあ りますか 」 「55．自分が稼い だお金を不当に使われた

ことが あ りますか 」 を経済的虐待の 事例 として、試験的に とりいれ、実施 した 。

　これ らの項 目つ い て、男性 では 「55．自分が稼い だお金を不当に使われたこ とがあ りますか」

におい て 2人、女性では 「52．不 当に交遊関係 を制限 された こ とがあ りますか 」 に お い て 1人 、

少数では あ るが被虐待経験者が あっ た。こ の 結果 か ら、子 どもに も社会的虐待 ・経済的虐待が

行なわれ て い るとい うこ とが あきらかに なっ た。

　小木曽（2003）におい て 、家庭で 行なわれ る虐待 と区別 し、社会で行 なわれ る い じめ等の虐待

として 「社会的虐待」 が定義 されて い る
ω
が、本稿 では DV の 社会的暴力の 定義を参考とし、そ

れ らが児童に対 して 行なわれて い るこ とを 「社会的虐待」 として い る 。 経済的虐待に 関する質問

項目 「55．自分が稼い だお金 を不当に使われ た こ とが ありますか 」に つ い て は、 「児童福祉法」、

「労働基準法」
 
によっ て、日本では 15 歳未満の 労働が禁止 されて い る 。 また 、

「児童虐待の

防止等に関する法律」
（4）

で は、18 歳未満 を児童 と定義 して い る。これ らの ことを踏まえ、15 歳

以上 18 歳未満 の 児童に同設 問 の 行為が行 なわれ た場合を 呪 童虐待」 と して とらえて い る 。

　今回 の 調査で実施 した 55項 目の 暴力行為すべ て に関 して 、No（経験がない ）と回答 した者はひ

とりもい なか っ た 。
こ の こ とか ら、程度 の 大小 を省けば、大多数の 人に被虐待経験が ある とい

うこ とがい える 。 また 、 虐待の 種類 と して は 、 身体的虐待の経験を持つ 者の割合が最 も多か っ

た。

　留意点 とし て 、 質問項 目の うち 「親 とな っ た 際、子に暴力行為を行 な うか否か 」 「教師となっ

た際、生徒に暴力行為 を行な うか否 か」 に っ い て は、あくまで意識調査で あ り、回答 として は

「暴力行為を行なわ ない 」と して い て も、 実際の 場面にな る と身体が動 い て しま うこ ともあ り、

必ず しも予見で きるもの ではない 、とい うこ とをがあるであろ う。

4 ．結論

　以上 の 結果 ・考察か ら、本研究の 目的で ある四 っ の 問い には 、ひ とまず以下 の よ うな結論を

出す こ とがで きる 。

　家庭 、学校それぞれ にお い て の 虐待、体罰 の 世 代間連鎖に つ い て は、い ずれ にお い て も世代

間連鎖の傾向が ある。

　家庭 で行なわれた虐待が、学校で の 体罰 として連鎖す る こ とに つ い て は、該当す る回答者が

あ っ た こ とか ら、連鎖 し て い る可能性が あるとい える 。

　社会的虐待や経済的虐待が子 どもに も存在する の か とい うこ とに っ い て は、該当す る回答者
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があ っ た こ とか ら 、 存在する。

　今回 、 虐待 の 世代間連鎖に つ い て 「傾向があ る 」 と
一

応の 結論を出し たが、　 「親に被虐待経験

が あ る」 とい うの は、虐待の 背景要因の
一

因に過ぎない こ とを再度、強調 してお きたい
。 虐待や

体罰は、被虐待経験の 他 さま ざま な要因が重な り合 っ て 起 こ るもの で ある。調査 の 結果にお い

て 、 被虐待経験の な い 者か ら 「将来、児童に虐待 を行なう」 とい う回答が得 られたこ とも、こ の

こ とを物語 っ て い る とい えるで あろ う。

　今後 の 課題 と して 、統計処理 と分析範囲の 検討が あげ られ る 。 調査票作成に あたっ て 、 複数

の 文献を参考と した が、統計処理 を前提に構成す る必要が ある。本稿 では、身体的虐待に関わ

る項 目の分析 し か 行な うこ とが で きなか っ た 。 そ の ため 、 今後は 、 他 の 項 目の 分析に つ い て も

検討を行ない 、考察を深 めてい きたい と考えて い る 。
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　（1）小木 曽宏 編著 『蠍 子 ども虐待問題 を知るための 基礎知識』  明石書店，2003，143p

　（2）小木 曽宏 編著 『磁A 子 ども虐待問題 を知るため の 基礎知識』  明石書店 ，
2003

，
32−33p

　（3）労働基準法　第二 条

　（4）児童虐待の 防止等に関する法律，第六 章 第五 十六条 第
一

項

参考文献 ・参 照 HP 資料

石 井朝子 編著 『よ くわか る DV被害者 へ の 理解と支援』明石書店，2009

　ドロ タ ・イワ ニ エ ク 『1青緒的虐待／ネグ レ ク トを受けた子 ども』明石 書店，2003（原著．1995）

小本曽宏 編著 『Q ＆ A 子 ども虐待問題 を知 るため の 基礎知識』明石 書店，2003

鈴木隆文 ・麻鳥澄江 『ドメ ス テ ィ ッ ク
・バ イ オ レ ン ス 』教育史料出版会，2008

　中谷瑾子 ・岩井宜子 ・中谷真樹 編著 『児童虐待 と現代の 家族』信山社出版， 2003

信田 さよ子 『加害者は変われ るか ？ − DV と虐待をみ っ めなが ら』筑摩書房，2008

ア リス ・ミラ
ー

『闇か らの 目覚め』新曜社 ，
2004（原著．2001）

森田ゆ り 『しつ けと体罰』童話館出版 ，
2003

安冨歩 ・本條晴
一

郎 『ハ ラス メ ン トは連鎖する』光文社，2007

　http ：／／www 、　city ．　tagajo ．　miyagi ．　jp／kodomo／kosodate／ko−ko−youhogo ，　html

多賀城市 虐待か ら子 どもを守るた めに （宮城県多賀城市ホ ーム ペ ージ）

　http：／／www ．　pref ．　aonK ）ri ．　lg．　jp／soshiki ／kenko／kodomo／files／gyakutaimanual ．pdf

活彩あお も り 「市町村の た めの 子 ども虐待対策マ ニ ュ ア ル 」 （青森県）

120

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


